






「広島市災害廃棄物処理業務」
　2014年8月19日から20日にかけて広島市を中心に発生した豪雨により同市北部に位置する安佐北区や安

佐南区の住宅地を大規模な土砂災害が襲い、尊い命の犠牲を伴う甚大な被害が生じました。

　この災害で発生したがれき類や土砂等の災害廃棄物は、広島市内の9ヵ所の1次仮置場に集積されました

が、その総量は約58万トンと推定され、同市の既存の廃棄物処理施設では対応しきれない量でした。これらの

災害廃棄物の処理業務については、当社を幹事会社とする共同企業体が2014年11月に総合評価落札方式

にて落札し、広島市南区出島地区に中間処理施設を設置して、2015年2月より処理を開始しました。

　処理にあたっては早期に行うことが必要な上、なるべく多くの災害廃棄物をリサイクルすることが求められました。

現場が一丸となって期待に応えた
副所長 安達  忍広島市災害廃棄物処理工事事務所

　災害廃棄物は、土砂、岩石、コンクリートがら、木材、金属類、紙類、プラスチック類など多

種多様なものの混合物から成り立ち、大型の破砕機、選別機械などに加え、人力による手

作業を適切に組み合せて分別処理をしました。処理後の土砂は埋立材料、砕石は路盤

材、木材はバイオマス原料といったように種類に応じたリサイクル処理を行いました。

　そして2016年の2月上旬、豪雨災害発生から1年7ヵ月、無事に処理を完了し、最終的に

は約51万トンを処理し、リサイクル率は目標の98.9%を上回る99.8%を達成しました。

　また、本業務では、廃棄物に紛れ込んだ被災者の方々の「思い出の品」を見つけ出し、持ち

主の方にお返しすることも、もうひとつの大きなテーマでした。手作業による丁寧な選別の結

果、土砂に埋もれていた多くの品 を々見つけ、持ち主の方 に々お渡しすることができました。

　職員や作業員が一丸となって業務を遂行し、微力ながらも被災地復興の一助となれた

ことを誇りに思う一方で、このような災害が二度と発生しないことを切に願ってやみません。

災害廃棄物のリサイクル率99.8％を達成
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　2015年の建設廃棄物の排出量は、事業活動の活発化により

2014年比では大幅に増加し、555千tでした。分別排出の推進により分

別排出率は0.7ポイント上昇し、適正な再資源化施設への排出によりリ

サイクル率が3.2ポイント増加したため、最終処分量が減少しています。

　2016年も３Ｒ活動※と分別排出、再資源化能力の高い中間処理

施設へ処理委託することによってリサイクル率を向上させ、最終処

分量の低減に努めます。

　２０１５年の国内事業活動により発生した環境負荷や環境配慮について、電力などの資源の消

費をＩＮＰＵＴとし、建設副産物やＣＯ２をＯＵＴＰＵＴに示して、マテリアルフローとして表しています。

　環境や社会に大きな影響を与える項目については、環境マネジメントシステムに基づいた

継続的改善に努め、生物多様性や地球温暖化防止などの環境保全と建設副産物削減など

循環型社会の実現に取り組んでいます。

2011年 2012年 2013年 2014年 2015年

　従来のソイルセメント連続壁工法では、施工性を確保するために必要相当量のセメントミルクを注入するため、大量の廃棄汚泥が発生し、その処理が問題となります。

　ＥＣＯ－ＭＷ工法では、高い分散効果を有する流動化剤により、ソイルセメントを高流動化することで注入量を削減し、廃棄汚泥の発生量を大幅に減らし、環境負荷を

低減することが可能です。その上、従来工法以上の施工性を確保し、強度を低下させることなく均質かつ緻密なソイルセメントを造成することができます。

この工法を支えているのが、鴻池組が開発したソイルセメント高流動化技術です（特許第3554496号）。

■ 環境に優しい技術です
従来工法と比べ、建設汚泥を50～60％に、セメントなど
の材料使用量減および汚泥運搬車両の削減等により、
二酸化炭素排出量を40％程度削減します。

■ 経済性に優れています
使用材料（セメント・水・ベントナイト）のコストおよび建
設汚泥の処分費の削減、また、サイクルタイム短縮によ
る工期短縮により、工事費のコストダウンが可能です。

「ＥＣＯ－ＭＷ工法を支える特許技術」
ソイルセメント高流動化技術で、建設汚泥発生量と二酸化炭素排出量を大幅に低減

環境負荷低減型ソイルセメント連続壁工法

■ 施工性・品質が向上します
掘削トルク低減、泥土処理の作業性向上、芯材の挿入性
向上などの効果により施工サイクルタイムを短縮しま
す。芯材の建込精度が飛躍的に向上、また、少ない水量
で高い流動性を与えるため、高密度かつ均質で、強度・
止水性に優れた高品質なソイルセメントを提供します。
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※3R活動とは…循環型社会実現のために大切なReduce（リデュース：廃棄物の発生抑制）、
Reuse（リユース：再使用）、Recycle（リサイクル：再資源化）の3つの活動を指す言葉です

▲  造成した連壁

▲  振動・磁力・風力選別機

処理後物 重量(t) 重量比率

リサイクル

500,140
2,172

2,410

2,401

4,830

512,267

14

323

746

5

1,074

0.47%

0.42%

0.06%

97.43%

0.47%

0.94%

99.79%

0.00%

0.06%

0.15%

0.00%

0.21%
513,341 100.0%

300

分別土砂

破砕コンクリートがら

金属類

非塩素系可燃物(紙類、
プラスチック類、木片等)

木材チップ

根・枝葉

処理困難物 (廃タイヤ、
消化器、ボンベ、バッテリー等)

塩素系可燃物(塩ビ菅等)

残渣(瓦、レンガ等)

不燃物
最終処分

小　計

小　計

統　計

▲  処理施設全景 ▲  思い出の品リスト

▲  風力選別後の手選別状況

▲  中間処理施設での1次分別状況

▲  1次仮置場

● エネルギー
【電　力】

【化石燃料】

オフィス 
工事(グリーン電力含む) 

● 主要建設資材

● 建設副産物

● 産業廃棄物

発生量　　　 378,638㎥
有効利用率　　　  100%

● グリーン調達

INPUT
● 土木工事・完成工事高

● 建築工事・完成工事高

791億円
（会社事業年度：2014年10月1日～2015年9月30日）

1,361億円
（会社事業年度：2014年10月1日～2015年9月30日）

【建設発生土】

● ＣＯ２
排出量
排出量原単位

64,000ｔ－ＣＯ２
31ｔ－ＣＯ２／億円（施工高）

発生量
中間処理量
最終処分量
リサイクル率
分別排出量
分別排出率

555,390t
522,890t
32,500t
94%
546,698ｔ
98％

2,450t
うち特別管理
産業廃棄物・
最終処分量

「マテリアルバランス」

16,002kl
102kl 
5kl
329kl

事業活動 OUTPUT

コピー用紙(オフィス)
再生加熱アスファルト混合物 
高炉セメント
生コンクリート(高炉セメント)
再生材料を使用した型枠
盛土材等
路盤材

14,199,259円
20,954t
44,459t
76,629㎥
０t
46,291㎥
54,196㎥

178,499㎥
1,360,271t
17,373t
39,014t 生物多様性、大気汚染、資源の枯渇、

土壌・水質汚染、騒音・振動など

生コンクリート
セメント
鋼材
鉄筋

３Ｒ
（リデュース・リユース・リサイクル）

軽油
灯油
重油
水

856千ｋｗｈ
15,574千ｋｗｈ

「建設廃棄物の排出状況」

● 環境保全

地球温暖化の防止　　ＣＯ２の排出抑制

省エネルギー　　電力使用量の低減

循環型社会の構築

公害防止　　　　　

● 環境社会貢献
● 環境技術開発

攪拌性向上
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高い流動性

流動化剤(主剤・助剤)

セメント+ 流動化剤 +水

建込精度向上

セメントミルク
の注入量を低減

廃棄汚泥発生量
を大幅に削減

緻密で高品質な
ソイルセメント

ECO-MW工法

セメント+水+ベントナイト

従来工法
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